
 

※令和５年度以降入学生用 

学校番号 3009 

令和５年度 家庭科 

 

教科 家庭科 科目 家庭基礎 単位数 １単位 年次 ２年次 

使用教科書 家庭基礎「つながる暮らし 共に創る未来」（教育図書） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

○家庭生活における知識や技能、問題解決能力を身につけ、よりよい家庭生活を送る力を養います。 

○家庭生活に関心を持ち、自分の考えをまとめながら積極的に取り組みましょう。授業中に発表して

もらう機会も設定します。また、疑問点があれば、積極的に自ら調べましょう。 

○評価は、定期考査、提出物、授業態度などを総合的に判断します。 

○講義は教科書と担当教員が作成したプリントを中心に行います。プリントは原則毎授業終了後に点

検します。返却時に指示やメッセージを記載しますので、毎回確認し、ファイルに綴じ、家庭でしっ

かり復習してください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を通して，様々な人々と協働し，

よりよい社会の構築に向けて，男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する資質・能力を次

のとおり育成することを目指す。 

(1)人の一生と家族・家庭及び福祉，住，消費生活・環境などについて，生活を主体的に営むために必

要な基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付けるようにする。 

(2)家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実

践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど，生涯を見通して課題を解

決する力を養う。 

(3)様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようとするとともに，自

分や家庭，地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

人の一生と家族・家庭及び福

祉，衣食住，消費生活・環境

などについて，生活を主体的

に営むために必要な基礎的

な理解しているとともに，そ

れらに係る技能を身に付け

ている。 

家庭や地域及び社会における

生活の中から問題を見いだし

て課題を発見し，解決策を構想

し，実践を評価・改善し，考察

したことを根拠に基づいて論

理的に表現するなど，生涯を見

通して課題を解決する力を身

に付けている。 

様々な人々と協働し，よりよい

社会の構築に向けて，地域社会

に参画しようとするとともに，

自分や家庭，地域の生活の充実

向上を図ろうとする実践的な

態度を身に付けている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和５年度以降入学生用 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

 

前

期 

 

生

活

設

計 

・ 自分たちはライフステージ

における青年期にいることに

気づく。 

・ 各ライフステージの特徴と

課題を理解する。 

・ 私たちは生涯発達し続ける

存在であることを理解する。 

・ これから起こる人生のライフ

イベントを想定し，目標をた

て，そのための意思決定につ

いて考える。 

a: ・生涯発達の視点から各ライフ

ステージの特徴・課題とそれに対応

した意思決定の必要性について理

解している。 

・これからの人生で起こりうるライフ

イベントについて理解している。 

b: ・これからの自分の人生につい

て想像し，まとめたり発表したりする

ことができる。 

・自らの目標を想定し，そのために

必要なことやリスクについて考えて

いる。 

・人生に関する名言について調

べ，生涯発達や様々な生き方，意

思決定の重要性などに関連づけて

自分の考えを論理的に表現してい

る。 

・生活設計について自分の考えと

人の考えを比較して意見を言うこと

ができる。 

c: ・人生で起こりうるライフイベント

について自分の将来と照らし合わ

せながら主体的に考えようとしてい

る。 

・生涯発達の視点でライフステージ

ごとの発達課題に関心をもち，学習

活動に取り組もうとしている。 

・人生の目標達成のために必要な

ことや考えられるリスクについて自ら

調べようとしている。 

 

定期考査 定期考査 

 

プリント 

 

学習状況 

プリント 



 

※令和５年度以降入学生用 

青
年
期
と
家
族 

・ 青年期とはどのような時期

なのかを知り，青年期に必要

な自立について考える。 

・ 家庭生活を支える職業労

働と家事労働の特徴を理解

する。 

・ 日本の雇用環境を考え，将

来を見通した職業観を身につ

ける。 

・ 自分や他者の性を尊重す

ることの大切さを理解する。 

・ 社会の変化に伴う家族・家

庭の変化について理解する。 

・  家族・家庭とは何かを，

様々な観点から考えて自分な

りの価値観を築く。 

・ 家庭生活を支える基本的

な法律について理解する。 

・ 男女共同参画社会につい

て知り，実現のためにできるこ

とについて自分なりに考える。 

・ 18 歳で大人になるという自

覚を持つ。 

a: ・青年期の５つの自立について

理解している。 

・職業の種類や意義について理解

している。 

・現代の家族の特徴について，家

族機能の変化や人々の意識の変

化などから理解している。 

・生活に関わる法律の基本的な趣

旨，家庭生活を支える社会制度に

ついて理解している。 

・新聞や書籍，インターネットなどを

活用したり，身近な知人へのインタ

ビューをしたりすることにより，家族

について必要な資料を収集したり，

調査したりすることができる。 

b: ・生涯発達の視点から，青年期

をどのように過ごすかについて，具

体的に考え，意見をまとめたり，発

表したりすることができる。 

・自分自身のアイデンティティとなる

内面について見つめ直し，まとめた

り発表したりすることができる。 

・具体的な事例や事象を通して，こ

れからの家族・家庭のあり方につい

て考え，まとめたり，発表したりする

ことができる。 

・ワーク・ライフ・バランスの視点か

ら，職業労働のあり方について考

え，まとめたり，発表したりできる。 

・自分の人生をどのように送るか，

関連資料などを参考に将来を想像

しながらまとめている。 

c: ・家族・家庭と社会との関わりに

関心をもち，男女が協力して家庭を

築くという視点から学習活動に取り

組もうとしている。 

・さまざまな家族の形や性のあり方

について，理解しようとしている。 

・「おとな」になることの意義につい

て，自分の考えを持って向き合おう

としている。 

・青年期の課題や家族・家庭につ

いての学習を自分の問題として捉

えようとしている。 

 

定期考査 定期考査 

 

プリント 

 

学習状況 

プリント 



 

※令和５年度以降入学生用 

経
済
計
画 

・家計のしくみについて理解

し，家計は社会と密接にかか

わっていることを知る。 

・収入と支出のバランスにつ

いて理解する。 

・金融商品の特徴を理解し，

将来の財産管理について考

える。 

・生涯を見通した経済計画の

重要性について理解する。 

a: ・家計と経済社会の関わりを理

解している。 

・家計における収入と支出について

理解している。 

・現金とキャッシュレスのしくみの違

いについて理解している。 

・金融商品とその特徴について理

解している。 

・家計の管理に関する具体的事例

を収集し，整理することができる。 

・生涯を見通した経済計画の重要

性について理解している。 

b: ・家計管理について具体的な事

例を通して，シミュレーションするこ

とができる。 

・さまざまな金融商品のメリットとデメ

リットについて具体的に調べ，発表

することができる。 

・将来必要になる費用や資産形成

について考えたり，発表したりする

ことができる。 

c: ・収入と支出のバランスを考え，

自分の家計簿をつけるなど工夫し

ている。 

・家計の構造，家計における収支

バランスや計画性にとどまらず，将

来にわたるリスクを想定して，不測

の事態に備えた貯蓄や金融商品の

活用などの資金計画について関心

をもっている。 

・生涯を見通した家計管理のあり方

について考えようとしている。 

 

定期考査 定期考査 

 

プリント 

 

学習状況 

プリント 



 

※令和５年度以降入学生用 

後
期 

   

消
費
生
活 

・消費行動への意思決定には

様々な要因があることを理解

し，自分の消費行動について

客観的に考える。 

・生活情報を活用するために

必要なリテラシーを身につけ

る。 

・一人で契約する時の注意点

や心構えについて理解する。 

・18 歳で「大人」になるという

自覚をもち，大人と未成年の

違いについて理解する。 

・様々な決済方法について知

り，それぞれのメリット・デメリッ

トや自分に合った利用方法に

ついて考える。 

・消費者トラブルと，消費者保

護のしくみについて理解す

る。 

・消費者の権利と責任につい

て理解する。 

・消費者市民社会の実現に

向けて，自立した消費者とし

てどのように行動したらよいか

を考える。 

a: ・消費行動における意思決定の

過程と要因について理解している。 

・三者間契約など，さまざまな契約

のしくみや，未成年と成年の法律

上の違いについて理解している。 

・消費者保護のしくみや，消費者問

題の原因と被害に遭わないための

対策について理解している。 

・消費者の責任について理解し，

お金による投票行為として消費行

動を捉えることができる。 

・消費者の権利と責任を理解し，資

源・環境を考えた行動ができる。 

・契約や消費者信用などの諸問題

について具体的に認識し，消費者

として適切な判断ができる。 

b: ・ひとつの情報を鵜呑みにせ

ず，情報を正しく活用する情報リテ

ラシーについて考えている。 

・消費者問題について調べ，被害

防止や救済について，具体的な事

例を通して考え，まとめたり，発表し

たりすることができる。 

・消費者の責任について考え，今

後の課題と解決方法について発表

したり，意見交換したりできる。 

・持続可能な社会のためにできる

消費行動のあり方について，新聞，

書籍，インターネット，自身や周囲

の生活から具体例を収集し，まとめ

たり，発表したりすることができる。 

c: ・消費行動への意思決定には

様々な要因があることを理解し，自

身の消費行動として具体的に考え

ようとしている。 

・自分の意思で契約できる「おとな」

としての権利と責任について，自分

ごととして捉えようとしている。 

・消費者問題について対策を考え

ようとし，他の人への啓発の意識を

持とうとしている。 

・消費者の権利と責任に関心を持

ち，現代の消費生活と資源・環境

や持続可能な社会についても考え

ようとしている。 

定期考査 定期考査 

 

プリント 

 

学習状況 

プリント 



 

※令和５年度以降入学生用 

住
生
活 

・ 人と住まいとのかかわりや，

住まいの機能について理解

する。 

・ 地震などの災害に備えた

り，家庭内事故の要因を理解

したりするなど，安全な住居に

ついての基礎知識を身につ

ける。 

・安全で快適な住生活のため

の対策を具体的に考え，工夫

する。 

・家族のライフステージや状

況に合わせた，適切な住まい

について理解する。 

・ 住居の平面図を読み取るこ

とができるようになる。 

・ 私たちの暮らしが地域とつ

ながっていることを知り，まち

づくりに参加する重要性を理

解する。 

・日本の住宅事情や課題を理

解し，持続可能な住まい方の

工夫について考える。 

a: ・住宅の役割，住空間の計画，

住環境の整備について科学的に

理解している。 

・安全で快適で環境にも配慮し

た住生活を送るための知識を身

に付け，理解している。 

・住人の各ライフステージごと

の変化や住宅に求める事柄の変

化について理解している。 

・平面図の読みとりができる。 

・地域社会とつながり，暮らす重

要性について理解している。 

・住生活設計に必要な情報を収

集・整理し，計画ができる。 

b: ・各ライフステージに応じた

住居について考え，まとめたり，

発表したりできる。 

・安全性が高く，康的に住むこと

ができる住居について考えるこ

とができる。 

・気候や風土に応じた住居の特

徴や変遷について考え，まとめた

り発表したりすることができる。 

・動線を考えて平面図を作成し，

まとめたり発表したりすること

ができる。 

・住居のバリアフリーやユニバ

ーサルデザインについてまとめ

たり発表したりできる。 

c: ・住まいの役割について自身

の生活を振り返りながら考えよ

うとしている。 

・住居の安全性や防災の知識を

生かして，家庭生活において具体

的な行動に移すことができる。 

・住生活文化に関心を持ち，将来

の住まい方について考えようと

している。 

・地域施設との関係や，地域のコ

ミュニティと共生できる住居の

あり方などについて理解しよう

としている。 

・住居の持続可能性について自

分事として考えようとしている。 

定期考査 定期考査 

 

プリント 

 

学習状況 

プリント 



 

※令和５年度以降入学生用 

保
育 

・ 子どもの心身の特徴や発

達，遊びの意義を知り，子ども

にとって良い環境について考

えて自分なりの意見をもつ。 

・ 乳幼児期が人の一生にお

いて重要な時期であることを

理解する。 

・ 親の役割や愛着の大切さ，

生命の尊さ，子どもを生み育

てることの意義を学ぶ。 

・ 子どもの生活習慣・食事・

健康と安全の重要性を理解

する。 

・ 子どもとの適切なかかわり

方について工夫する。 

・ 現代の子どもを取り巻く環

境の問題について理解する。 

・ 社会全体で子育てを支援

し，子育ての環境整備を行う

ことの重要性を理解する。 

・ 子どもの権利や福祉につ

いて理解する。 

・ 自分たちがこれから子ども

を育てる世代になることを実

感する。 

・ 育児休業について，他国と

比較して考えを深める。 

a: ・子どもの心身の特徴や発達，

遊びの意義を理解している。 

・子どもの生活を理解している。 

・生命の尊さを認識するととも

に，保育における親やおとなの役

割を理解している。 

・子どもは生活の中で人と関わ

ることを通して成長することを

理解している。 

・子どもを取り巻く環境整備と

社会全体で子育てを支援する必

要性を理解している。 

・子どもの権利と福祉について

理解している。 

b: ・子どもの心身の特徴や発達，

遊びの意義を捉え，子どもにとっ

てよい環境を考え，意見をまと

め，発表することができる。 

・親の役割や子どもを生み育て

ることの意義について考え，まと

め，発表することができる。 

・親の役割や子どもにとって望

ましい保育環境について，自分の

考えをまとめることができる。 

・現代の子どもを取り巻く環境

の変化や課題についてまとめ，発

表することができる。 

・子どもの生活や遊びについて

調査・観察したことをまとめたり

発表したりすることができる。 

c: ・子どもに対するイメージを

膨らませ，実践的・体験的な学習

に取り組もうとしている。 

・保育における親や社会の役割

について考えようとしている。 

・子どもの権利と福祉について

考えようとしている。 

・自分が将来，保育に関わる存在

であることを理解し，自分ごとと

して学習に取り組んでいる。 

定期考査 定期考査 

 

プリント 

 

学習状況 

プリント 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


